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写真－1 大月バイパス 桂川橋遠景 

不等径間を有するPC2径間連続箱桁ラーメン橋の施工 
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１．はじめに 

大月バイパス（国道20号）は、大月市駒橋から大月市大

月町花咲に至る延長3.2kmのバイパス整備事業であり、そ

の一部をなす大月バイパス桂川橋は、山梨県大月市にお

いて一級河川桂川を渡河する橋長124.0mのPC2径間連続

ラーメン箱桁橋である（工期2011年11月～2016年11月）。

本橋は、48.450m+73.750mというアンバランスな支間割り

を有する2室箱桁構造であり、不等径間構造への対応のた

め、張出し架設ブロック数が12ブロックと14ブロックと

非対称なブロック割りとなっているほか、側径間閉合部

もA2側では24.25mと長い構造になっている。 

長支間側であるA2橋台側の側径間は、比較的軟弱な桂

川左岸に支柱式支保工を設置する施工条件であったが、

原位置における地盤試験の結果、無対策のままでは支持

力が不足することが判明した。このため、支柱式支保工の

基礎に仮設の深礎基礎を設けて支持力を確保した。 

以下では、不等径間を有するPC2径間連続ラーメン橋の

施工に関して報告する。 

 

２．橋梁概要 

 図－1 に橋梁一般図を示す。主桁断面は桁高が 6.5m～

3.0m に変化する変断面 2 重箱桁形式で、1：0.25 の比率

で傾斜した斜めウェブとなっている。また、非対称数ブロ

ックの張出し施工のために A1－P1 径間に上床版突起を設

けて PC 鋼材を定着している。 

橋梁諸元および使用材料を表－1に示す。地理的な条件

としては、河岸段丘をなす一級河川桂川の右岸（A1橋台側）

沿いおよびA2橋台背面の高台には民家が近接しており

（写真－1）、対岸の左岸（A2橋台）には急峻な崖が存在し

ていた。このため、A2橋台側にはA1橋台側から河川内の仮

桟橋を利用したアクセスしかできない制約があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大月バイパス桂川橋は、延長約 3.2km に及ぶ国道 20 号大月バイパス整備事業において、

山梨県大月市を流れる一級河川桂川を渡河する橋長 124.0m、最大支間 73.750m の PC2 径間

連続ラーメン箱桁橋である。本橋は、支間割りが 48.450m+73.750m とアンバランスな構造を

有しており、張出し施工において架設ブロックが左右非対称となっているほか、A2 側径間

部が 24.25m と長い構造となっている。このため上げ越し量の精度管理と A2 側径間部のコ

ンクリートの品質確保が求められた。 

本報告では、A2 側径間のひび割れ防止対策、コンクリートの充填性確保に関する工夫、

支保工架設で用いた架設深礎の施工検討、ベント支保工の安全性確保など、施工管理の概要

を報告する。 
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図－1 橋梁一般図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．上部工の施工 

3.1 施工順序 

 不等径間に対しては、非対称なブロック割りと側径間

閉合部の長さを調整することで対応した。ブロック割り

は、A1側張り出しを12ブロック（3@2.5m + 4@3.0m + 

5@3.5m）、A2側張出しを14ブロック（3@2.5m + 5@3.0m + 

6@3.5m）とした。側径間閉合部の長さは、A1側・A2側それ

ぞれ6.1m、24.9m（桁掛かり長を含む）とした。 

施工順序は、以下のとおりである。（図－2） 

1）脚頭部の施工 

2）柱頭部の施工 

3）第12ブロックまでの張出し施工 

4）A1側径間閉合（吊り支保工） 

5）A2側の第13･14ブロックの張出し施工 

6）A2側径間の支柱式支保工による閉合 

7）橋面工 

本橋では、上記 5）の非対称張出し施工前に A1 側の側

径間を閉合したことで非対称張出し施工時の荷重による

P1 橋脚の回転が抑制され、橋脚の回転による上げ越しへ

の影響を低減できた。具体的には、最大計算上げ越し量は

A1 側で 17mm、A2 側で 58mm となり（図－3）、竣工時点に

おける橋面高の設計値との誤差は、いずれも 20mm 以内の

高い精度で管理することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－1 橋梁諸元および使用材料 

図－2 上部工施工順序 

支柱式支保工 
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表－1 橋梁諸元および使用材料 

図－2 上部工施工順序 

支柱式支保工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 閉合区間の施工 

P2－A2 側径間の閉合区間は施工する長さが長いため、

型枠による拘束が生じるような施工法を採った場合、主

桁コンクリートにひび割れが発生することがある。また、

2 室箱桁構造であり主桁断面積が側径間で約 16.7m2 と大

きいためにコンクリート数量も大きく（図－4）、1 回あた

りの打設数量が過度に多くなると打設時間が長くなり、

近隣家屋への騒音問題も生じる。このため、約 25m の閉合

区間の主桁コンクリートを図－5 のように、張出し施工側

の既設コンクリートと分離した形で打設して、最後に閉

合させる 4 分割の打設区画割りととして収縮ひび割れの

発生を防止した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.3 コンクリートの品質管理 

また、コンクリートは単位水量が大きい程、収縮による

ひび割れが発生し易くなる。このため高性能 AE 減水剤を

配合し単位水量を 15kg/m3 程度低減することによりひび

割れの抑制を図った。単位水量を正確に管理するため、±

10kg/m3 を管理値として設定し、連続 RI コンクリート水

分計を用いて打設中の単位水量をリアルタイムで測定し

た。A2 側径間第 3 ロットのコンクリート水分計の測定結

果を図－6 に示す。 

単位水量の測定値が管理目標値（配合設計の±10kg/m3）

を超過しそうな場合はプラントに連絡を取り改善指示を

出すといった管理手法をとった。測定結果は、A2 側径間

のいずれの区間も管理値を超える値はなく、品質の安定

したコンクリートを施工することができた。さらに、閉合

部の 4 ロットにおいてはコンクリート硬化時の外部拘束 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

により発生する引張応力を低減させるため、温度降下時

の収縮補償として膨張材を添加した（膨張材 20kg/m3とセ

メントを置換）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 上げ越しグラフ 

図－6 コンクリート水分計測定結果 

図－5 P2－A2 側径間閉合部の打設区画 

図－4 主桁断面形状（A2側径間） 
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４．仮設深礎の施工 

 上述のとおり、桂川左岸には急峻な崖が迫っており、

斜面への支保工の設置が困難であることから、河川堤体

上に支柱式支保工によりA2橋台側の側径間を閉合する必

要があった。また、地盤調査の結果、支保工を設置する

堤体上には地盤が比較的軟弱で十分な支持力を得ること

ができないことが判明したため、直接基礎に代わる対策

が求められた。Ｈ形鋼杭による基礎形式は仮設において

一般によく用いられる基礎形式であるが、左岸には仮桟

橋からのアクセスしかできず、仮桟橋からではＨ形鋼杭

の打込みに必要な作業半径が確保できないため適用がで

きなかった。 

 このため、大規模な設備無しに掘削が可能な仮設の深

礎基礎（φ2.0m、 L=4.0m）を橋軸直角方向に3本設ける

こととし、支持層には50cm以上の根入れを確保した（写

真－2）。坑口ライナープレート設置までの掘削は0.2m3級

の小型バックホウを用いて行い、孔壁は人力整形を行っ

た。坑内掘削は人力により行い、掘削土の排土は0.2m3級

の油圧クラムにより行った。ライナープレートと孔壁と

の間には深礎周辺地盤との一体性を確保するため、本設

深礎基礎と同様に裏込めグラウト注入を行って地盤との

一体性を確保した。 

 仮設深礎の撤去に関しては、河川管理者と協議し、護

岸から堤体幅方向に5.0mの距離の位置と河床とを結ぶ堤

体線に支障する部分を撤去し、当該箇所以深に関しては

残置することとした（図－7）。 

 また、支保工の計画において、当初は計画していた高さ

が約20mに対して支保工幅2mの1スパンの比較的幅の狭い

構造を検討したが、転倒防止策として橋軸方向のベント

支保工を2m×2スパンの4mとして縦横比を小さくするこ

とで安全性を高めた。さらに、橋軸直角方向の支保工のス

パン割りを検討し、荷重の大きいウェブ直下にベントを

配置することで施工性と経済性も確保している。仮設深

礎およびベントの構造変更前後の立面図を図－8に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－2 仮設深礎施工状況 

図－7 仮設深礎基礎と撤去範囲 

図－8 支保工立面図 
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写真－2 仮設深礎施工状況 

図－7 仮設深礎基礎と撤去範囲 

図－8 支保工立面図 

５．柱頭部・脚頭部の施工 

下部工施工において、橋脚部の形状が中空断面となっ

ているため、柱頭部の底版を施工する際には埋設支保工

を橋脚内に設置した。また、柱頭部でブラケット支保工を

施工する際は、取付けに用いる PC 鋼材の緊張導入力が非

常に大きいため、橋脚コンクリートへの損傷を防止する

目的で、橋脚内にブラケット支保工のための補剛コンク

リート（切梁）を施工した（写真－3）。ブラケットに使用

した PC 鋼材には異形鋼棒を使用し、ブラケット 1 基当り

約 7300kN（約 520kN×14 本）の緊張力を導入した。埋込

み PC 鋼棒の詳細図と柱頭部・脚頭部の断面図を図－9、図

－10 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．箱桁コンクリートの充填性確保 

箱桁コンクリートのウェブ部分は、斜め部材であるこ

とに加え、床版支点部やハンチ付近において鉄筋が密に

配置されるのでコンクリートの充填不足や締固め不足が

懸念された。このため、本橋では透明型枠（写真－4）を

採用して締固めを目視で確認できるようにし、型枠の中

間に打設口を設けてウェブ下部の施工性を向上させる工

夫を行った。また、これらを反映させた実物大のモデルを

施工前に作成し、充填性、施工性を確認した。実物大モデ

ルの形状、寸法図を写真－5、図－11 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－5 実物大モデル 

写真－4 透明型枠施工状況 

図－11 実物大モデル寸法図 

写真－3 脚頭部の補剛コンクリート 

図－9 埋め込み PC 鋼棒詳細図 

図－10 柱頭部・脚頭部の断面図 
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７．PC グラウト施工 

PC 構造物の劣化要因として、グラウト充填不良による

PC 鋼材の腐食や破断が懸念される。従来の PC グラウト注

入作業において、従来は練混ぜ水を供給する際、1 回毎に

作業員が計量していたため作業効率が悪く、品質も安定

しないものであった。このため本橋では、自動水量計を用

いて設定した水量を自動で供給できるようにした。水量

計を使用した施工状況を写真－6 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．おわりに 

本工事は、2016（平成28）年12月に竣工した。桂川橋付

近は小・中学校、幼稚園があり、歩行者が頻繁に行き交う

通りである。大月バイパスの完成は、大月市中心部の交通

渋滞の緩和と歩行者の安全確保に繋がるものであり、桂

川橋が地域住民に利用され生活水準の向上に貢献できる

ことを期待したい。 

 また、本工事は関東地方整備局より高い評価を頂き、平

成28年度優良工事表彰、優秀工事技術者表彰を受けた。 

最後に、本報の発表に際して快諾頂くとともに、本工事

においてご指導・ご協力いただいた国土交通省関東地方

整備局甲府河川国道事務所をはじめ関係各位に改めて感

謝の意を表します。 
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写真－6 水量計使用状況 
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